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細胞生物学分野 
論文 

A 欧文 
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A-b 
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A-e 
1. Komori T: A role of Runx2 in the proliferation of osteoblast precursors. 21st international RUNX conference, Program and 

Abstract Book, p44, 2017. 
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B 邦文 
B-b 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 1 3 3 2 20 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

小守壽文・教授 政策機能調整会議委員 歯学教育研究システム構築推進委員会 
小守壽文・教授 理事 歯科基礎医学会 
小守壽文・教授 評議員 日本骨代謝学会 
小守壽文・教授 評議員 日本解剖学会 
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小野悠介 
・准教授 

科学技術動向研究センター専門調査員 文部科学省科学技術政策研究所 

小野悠介 
・准教授 

グラント外部審査員 仏国筋ジストロフィー協会  

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

小守壽文・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(S) 
Runx2 遺伝子の転写制御機構の解明と、骨粗

鬆症・変形性関節症治療薬の開発 

小守壽文・教授 日本学術振興会 代表 萌芽研究 
Fkbp5 ノックアウトマウスを用いた廃用性

およびステロイド性骨粗鬆症の病態解明 

小守壽文・教授 日本医療研究開発機構 代表 創薬ブースター 
骨芽細胞特異的 Runx2 エンハンサーを用い

た新規骨形成促進剤の探索 

宮崎敏博 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
遺伝子改変マウスを用いたタウ蛋白質とネ

スチンの象牙芽細胞突起形成における機能

解析 

小野悠介 
・准教授 

日本学術振興会 代表 若手研究（Ａ） 
健康長寿を司る骨格筋由来分泌因子の 
同定・機能解析とその応用 

小野悠介 
・准教授 

日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
骨格筋機能評価に適した新規筋再構築法の

確立 

小野悠介 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（Ｂ） 
運動効果獲得の個体差を理解するための 
骨格筋エピジェネティクス研究 

小野悠介 
・准教授 

AMED  
 

代表 橋渡し研究・新規開発シーズ 
筋特異的遺伝子を標的にした骨格筋脆弱症

に対する創薬開発 

小野悠介 
・准教授 

AMED  代表 再生医療実現拠点ネットワークプログラム 
骨格筋幹細胞の不均一性・階層性原理を応用

した筋再生治療法の開発 

小野悠介 
・准教授 

第一三共株式会社 
 

代表 TaNeDS 共同研究費 
筋萎縮治療薬の開発 

小野悠介 
・准教授 

（株）マルサンアイ 代表 共同研究費 
食品による骨格筋萎縮予防法開発 

小野悠介 
・准教授 

公益財団法人 小野医学研究財団 代表 骨格筋による全身性エネルギー代謝制御の

分子基盤の解明 

小野悠介 
・准教授 

一般財団法人輔仁会 代表 
 

細胞競合制御による筋再生治療戦略 

森石武史・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
増殖および抗アポトーシス因子の骨芽細胞

特異的過剰発現マウスを用いる骨量増加の

試み 
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特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

小守壽文・教授 骨形成能欠損トランスジェニック動物 1997 年 3 月  特許第 247346 号 

小守壽文・教授 骨・軟骨形成組織特異的なプロモーター及びそ

の利用 
2000 年  特許第 243929 号 

小守壽文・教授 骨・関節疾患関連遺伝子 2003 年 10
月 

 特許第 359172 号 

小守壽文・教授 変形性関節症関連遺伝子 2004 年  特許第 14060 号 

小守壽文・教授 Bcl-xL トランスジェニック動物およびその利

用 
2006 年 5 月  特許第 5207137 号 

小守壽文・教授 骨芽細胞特異的発現を誘導するＤＮＡ及びそ

の塩基配列 
2009 年 8 月  特許第 5835772 号 

小守壽文・教授 荷重感知遺伝子 2011 年 6 月   

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

小守壽文・教授 非常勤講師（硬組織研究法・発生学） 九州大学大学院 歯学研究院 

小守壽文・教授 非常勤講師（口腔生化学） 広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 

 
○特筆すべき事項 
①【受賞】小野悠介 Travel Award: Cell Symposia 
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